
１．【 取付け⽅法 】
1-1)継⼿本体を相⼿側フランジにＢ：ブラケットを取付ける部分以外のボルト⽳を使⽤して、Ｆ・Ｇ・Ｈ・Ｉで仮⽌めします。
1-2)B：ブラケットを対⾓に相⼿側配管のフランジ外側にＦ・Ｇ・Ｈ・Ｉで仮⽌めします。
1-3)仮⽌めしたＦ：フランジ接続⽤ボルト、Ｇ：フランジ接続⽤ナットを対⾓に規定の締代残まで均等に締付けます。

このたびは当社製品をご購⼊いただきまして、誠にありがとうございます。 1-4)Ｃ：ユニットボルトをＢ：ブラケットに図１を参考にセットします。なお、Ｅ：ゴムブッシュが付属の場合には⼀緒に取付けます。

お求めの製品を正しく安全にご利⽤いただくため、ご使⽤前に必ずこの取扱説明書をお読み
いただきますようお願いいたします。   

  

※Ｆ・Ｇ・Ｈ・Ｉはお客様⼿配となります。 (製品には含まれておりません）
※Ｂ：ブラケットを継⼿フランジ内側に取付けないでください。変位時によるブラケットの⼲渉やパッキンシール⾯が破損する恐れがあります。

  この取扱説明書は⼯事終了後、保守点検管理ご担当者に必ずお渡しください。なお、当社製品に
  関するお取扱い上のご質問・ご相談などがございましたら、最寄の事業所までお問い合わせください。 ２．【 ⾯間調整 】
   ※当取扱説明書は、予告なく内容を変更することがありますので、あらかじめご了承ください。 2-1)⾯間調整は不要な場合、配管施⼯後、Ａ：ユニットボルト⽤ナットからＢ：ブラケットまで緩みがないよう締め込んでください。

  ※球⾯仕様はナット、球⾯ナット、球⾯ワッシャーにて構成されます。
2-2)配管の伸縮を吸収したい場合、伸びの場合はＡ：ユニットボルト⽤ナットからＢ：ブラケットまでの隙間を+Ｘmm(※1）確保してください。

 TEL 050-3538-2091(代) FAX 050-3538-2094
 TEL   06-6578-0310(代) FAX    06-6578-0312

 (※1) Ｘ ＜ (製品規定⾯間+許容伸び量)－ 取付⾯間
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<ＢＰタイプ(バックプレート)取付け要領



１．【 取付け⽅法 】
1-1)継⼿本体を相⼿側フランジにＦ・Ｇ・Ｈ・Ｉで仮⽌めします。
1-2)継⼿の⾯間と相⼿配管との距離が⻑い、もしくは短くフレキが取付けられない場合、ＢまたはＥにて⾯間の調整をします。
  その際、フレキの許容変位量を超える調整は不具合が⽣じる要因となりますので許容変位量内での調整としてください。
1-3)仮⽌めしたＦ：フランジ接続⽤ボルト、Ｇ：フランジ接続⽤ナットを対⾓に規定の締代残まで均等に締付けます。
1-4)締付け完了後、1-2)の作業が発⽣した場合にはＡ・Ｂを取外すまたはＥを緩め、順にＣ・Ｂ・Ａを取付けます。
  なお、Ｊ：ゴムブッシュが付属の場合には⼀緒に取付けます。

※Ｆ・Ｇ・Ｈ・Ｉはお客様⼿配となります。 (製品には含まれておりません）
※Ｂ：ブラケットを継⼿フランジ内側に取付けないでください。変位時によるブラケットの⼲渉やパッキンシール⾯が破損する恐れがあります。

２．【 ⾯間調整 】
2-1)伸び⽌めの場合は配管施⼯後、Ｅはフランジより５ｍｍ以上緩めてください。Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｊは緩みがないよう締め込んでください。
  ※球⾯仕様はナット、球⾯ナット、球⾯ワッシャーにて構成されます。
2-2)配管の伸縮を吸収したい場合、伸びの場合はＢ：ナットからフランジまでの隙間を+Xmm(※1）確保してください。
  また、縮みの場合フランジからＥ：ナットまでの隙間を-Xmm(※2）確保してください。

 (※1) Ｘ ＜ (製品規定⾯間+許容伸び量)－ 取付⾯間

 (※2) ｰＸ ＜ (製品規定⾯間+許容伸び量)－ 取付⾯間
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